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施　設　評　価　調　書
基準日　 令和6年3月31日

施 設 名 下田市営多々戸温水シャワー施設 施 設 番 号 04001
施設大分類 その他 施設中分類 その他 施設小分類 その他
所 管 課 下田市観光交流課

　設 置 目 的 の 達 成 度

運営事業名 R4年度実績値 R5年度目標値 R5年度実績値 対前年度比 目標達成率 評価
利用者数 11,746 18,500 10,270 87.4% 55.5% D

- -
- -
- -
- -
- -

設置目的に対する総合評価 D

運営事業名 R6年度目標値 備　　　　　考
利用者数 18,500 前年度目標値

施 設 名 称 下田市営多々戸温水シャワー施設 施 設 番 号 04001

設 置 目 的

市民の海浜利便の向上及び観光の振興を図る

目的達成度
の評価基準

端的に表す成果指標が無いため、利用者数の過去最大値を代替指標として用いる。
評価基準：A＝１００％以上、B＝８０～９９％、C＝６０～７９％、D＝４０～５９％、E＝４０％以下

運営事業の
意義と現状

設置目的に沿った利用がされている。
利用者数については減少傾向にある。

上記の原因

ここ15年以内の状況として、東日本大震災後の海水浴客の減少、新型コロナウイルスの影響による行動制限により利用者数が増えない
状況が続き、以前として海水浴客数の回復ができていないことが大きな原因と考えられる。

具 体 的 な
改 善 方 策

引き続きスイッチやコインメックの取替等の細かな故障に迅速に対応し、全シャワー室を閉室しないようにする。
老朽化による部品の劣化やシャワー室内の環境改善のため、計画的な整備・修繕を行っていく。

R6 年 度
運営事業と
目 標 値
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円 円 円
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円 円 円

円

施　設　評　価　調　書
基準日　 令和6年3月31日

施 設 名 下田市営多々戸温水シャワー施設 施 設 番 号 04001
施設大分類 その他 施設中分類 その他 施設小分類 その他
所 管 課 下田市観光交流課

　効　率　性

効率性指標 R4年度実績値 R5年度目標値 R5年度実績値 対前年度比 目標達成率

Ｂ／Ａ 186.49 123.73 214.81 115.18% 57.60%
②光熱水費 716,682 535,000 731,171 102.02% 73.17%

区分 説明 単位 R3年度 R4年度 R5年度

①使用料原価 １㎡１時間当たりの原価 円 1,200.00 1,200.00 1,200.00 

②稼動割原価率 年間経費を年間収入で賄えない比
率 %

③１㎡１時間適正使
用料 ① × ② 円

④現行１㎡１時間使
用料の平均

大・小ホール、会議室、楽屋等の平
均値 円

⑤適正化計画 大・小ホール、会議室、楽屋等の見
直し

年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度(予算)
人口（4月1日：人） 20,734 20,287 19,963 19,545 

運営経費 127 108 111 100 
年間総経費 13 -8 8 5 

①利用単位
当たり経費

Ａ 施設総利用者数 11,746 人 18,500 人 10,270 人 87.43% 55.51%

Ｂ 下田市年間経費 2,190,514 円 2,289,000 円 2,206,066 円 100.71% 103.76%

効率性指標の考え方等

光熱水費については、電気・ガス・水道の料金を節約することで効率性を計る。

受益者負担
の適正性

運営に掛かる税負
担

(市民負担) 人口1人あたり（円/人）

＊人口1人あたりの運営経費：運営経費（支出計）／人口　＊小数点以下切り上げ
＊人口1人あたりの年間総経費：下田市負担年間総経費／人口　＊小数点以下切り上げ



有 無 件

施　設　評　価　調　書
基準日　 令和6年3月31日

施 設 名 下田市営多々戸温水シャワー施設 施 設 番 号 04001
施設大分類 その他 施設中分類 その他 施設小分類 その他
所 管 課 下田市観光交流課

利用者満足度調査
実施の有無 調査の方法 R5年度調査数

1　調査結果
設問 回答種類 R5年度回答

２　調査結果から読み取れること

３　次年度以降への改善点



施　設　評　価　調　書
基準日　 令和6年3月31日

施 設 名 下田市営多々戸温水シャワー施設 施 設 番 号 04001
施設大分類 その他 施設中分類 その他 施設小分類 その他

施設の概要
観光交流課
観光施設係

３　所在地 下田市吉佐美58番地の7 ４　設置年月 昭和61年10月

敷地面積     66㎡
建築面積     119㎡    延床面積     119㎡
構造          鉄筋コンクリート  地上1階

利用料金制度 　　　　　有              　無

一部委託　委託内容

１　施設名
　（愛称名） 下田市営多々戸温水シャワー施設 ２　担当課

　　 担当係

５　総合計画の
　　 位置付け

基本計画の分野 Ⅲ.活力あるまちづくり　　　１.元気なまちづくり　　　　3.観光

施策体系 訪れやすいまちづくりの整備：海水浴場の安全確保と健全化に努める。

６　設置目的 市民の海浜利便の向上及び観光の振興を図る

７　設置根拠 下田市営多々戸温水シャワー施設の設置及び管理に関する条例

シャワー室6室、コインタイマー式（無人施設）

実 施 事 業
の  概  要

多々戸海岸の海水浴に隣接した温水シャワー施設を観光客及び地元住民が施設利用することに伴い施設衛生管理及
び清掃をする。

料
金
区
分

１回　５分以内　２００円

減
免
内
容

条例　第５条　　市長は、公益上必要があると認めるときは、使用料を減免することができる。

規則　第４条　　温水シャワーの使用料を減免することができる範囲は、次のとおりとする。

　　　　　　　　　　（１）　　下田市が主催する行事をするとき。
　　　　　　　　　　（２）　　公共団体または公共的団体が使用するとき。
　　　　　　　　　　（３）　　その他市長が特別の理由があると認めるとき。

施 設 運 営
方   　　法 一部委託

指定管理者

直接従事職員

８　施設の概要

施設の概要

料 金 体 系
（利用料金）

主
な
利
用
料
金



施設の概要

施　設　評　価　調　書
基準日　 令和6年3月31日

施 設 名 下田市営多々戸温水シャワー施設 施 設 番 号 04001
施設大分類 その他 施設中分類 その他 施設小分類 その他

取得費及び財源内訳 R5年度末残高 備考
建設事業費

地質調査費 建物減価償却取得価格
設計競技 建物年間減価償却額
周辺整備
用地購入
実施設計料
工事管理費

取得価格　計 15,680,000 土地残高
　建設工事 建設工事残存価格
　電気設備工事 電気設備残存価格
　機械設備工事 機械設備残存価格

備品購入費 物品減価償却後残高
その他委託
その他工事
事務費

財源内訳
国・県支出金 3,900,000 
市債 市債残高
一般財源 11,780,000 
基金繰入

９　市 内 の
　　類似施設

下田市所有 なし

民間所有 各海水浴場に多数

建物減価償却後残高

10　取得費等
　　　　　の情報
（単位：円）

条例　第５条　　市長は、公
益上必要があると認めるとき
は、使用料を減免することがで
きる。

規則　第４条　　温水シャ
ワーの使用料を減免することが
できる範囲は、次のとおりとす
る。

（１）　　下田市が主催する
行事をするとき。
（２）　　公共団体または公
共的団体が使用するとき。
（３）　　その他市長が特別
の理由があると認めるとき。

11　備考


